
高松空港から路線バス等を活用した誘客促進

四国内空港を利用したチャーター便を活用した誘客促進

チャーター便の誘致拡大

海外セールス拠点を配置
・個人手配への対応（OTA連携）

海外セールス拠点を配置
・団体商品の造成促進
・個人手配への対応（OTA連携）

在日外国人コーディネーターを配置
・個人手配への対応（OTA連携）

海外セールス拠点のフル活用
・個人旅行向け商品の造成促進
・団体商品の維持・拡大

個人手配への対応（OTA連携）

≪国際観光課≫
H31当初予算額 159,426千円外国人延べ宿泊者数30万人泊に向けた戦略的な取り組み
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(1)
プロモーション
対象市場の
拡充

(3)
アクセス
環境の充実

重点市場
(台湾・香港・
シンガポール・
タイ)

中国市場

定期路線化
を見据えた
チャーター便
の誘致

高知龍馬
空港の機能
強化

四国内空港
の活用

①海外市場向けのキラーコンテンツづくり ②個人旅行者の誘致拡大 ③海外セールス拠点の拡充 ④チャーター便の誘致増取組のポイント

(4)
四国の連携

観光地づくり 四国DMOによる四国へのインバウンド誘致の強化、四国のブランディングの強化

中山間振興・
交通部との連携

●団体商品の維持・拡大
●個人旅行向け商品の造成・
販売促進

●SNS等による情報発信の
充実

●OTAとの連携拡大

年度 H31 H32～H34 H35

旅行商品の充実

個人手配への対応

個人旅行者への情報展開

高知龍馬空港・航空ネットワーク成長戦略検討会議
H33

新ターミナル
供用開始

定期便化に向けたセールス

韓国市場

(2)
観光事業者
との連携

県内観光
事業者

【団体対応】
チャーター便誘致

【個人対応】
定期路線就航

セールス＆プロモーション
の「質」と「量」を向上

●プロジェクト・
ディレクター

（在日外国人）
●推進マネージャー

を配置

個
人
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行
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拡

官民一体となったセールスとマーケティング活動の強化
OTAの登録促進

拡

拡

米・豪市場

宿泊者数の増加のためには、海外市場に合ったキラーコンテンツの絞り込みと海外のセールス拠点の拡充が必要。課題

重点市場において、現地の旅行動向のタイムリーな把握や旅行会社セールスの展開、現地メディアとのネットワーク構築に努めた。また、米・豪市場にお
いて、外国人アドバイザーを活用した商品企画を実施したほか、中国市場で県内商談会を開催、韓国市場でメディア向け情報交換会を実施した。現状
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台湾 香港 中国 韓国 シンガポール タイ マレーシア アメリカ オーストラリア イギリス フランス ドイツ その他 

平成28年 

平成29年 

（単位:人泊） 

（観光庁／宿泊旅行統計調査暫定値・※国別データは従業員が10人以上の宿泊施設のみ） 

高知県の外国人延べ宿泊数の推移（平成28年-平成29年） 

※参考【従業員数10人以上の宿泊施設のみ】 
 H25年 20,830人泊 
 H26年 30,340人泊 (伸び率 45.7% (全国伸び率 34.7%)) 
 H27年 44,890人泊 (伸び率 48.0% (全国伸び率 43.8%)) 
 H28年 55,700人泊 (伸び率 24.1% (全国伸び率   5.9%)) 
 H29年 63,240人泊 (伸び率 13.5% (全国伸び率 13.8%)) 

【従業員数10人未満の宿泊施設を含む】 
 H25年 24,820人泊  
 H26年 38,590人泊 (伸び率 55.5% (全国伸び率 33.8%)) 
 H27年 65,890人泊 (伸び率 70.7% (全国伸び率 46.4%)) 
 H28年 75,400人泊  (伸び率 14.4% (全国伸び率   5.8％)) 
 H29年 75,410人泊 (伸び率  0.0% (全国伸び率 14.8%)) 
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